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研究要旨 

ロコモティブシンドローム（運動器症候群、以下「ロコモ」）は、運動器の障害のために移動

機能が低下し、進行すると介護が必要になる危険性の高い状態とされる。その認知度向上に

ついては、健康日本２１（第二次）で目標設定されている。今後は運動器の健康を維持し、

運動器に由来する要介護者の増加を抑制することが要介護者を減らすうえで喫緊の課題であ

り、さらにこれまで要介護者を減らし健康寿命を延伸させる施策が講じられているが、要介

護者が増加の一途をたどっているのが現状である。 

 そこで本研究は運動機能の低下をもたらす要因の明確化、運動機能低下の程度と介護リス

クとの関係を科学的に明らかにし、これまでにない運動と栄養を中心とする効果的なロコモ

対策に資する基礎資料を得ることを目的として実施した。 

 研究方法は、運動、栄養、公衆衛生の専門家による運動と栄養に関する文献の検証に加え、

一般市民を対象とするコホート研究、要介護者や施設入居者を対象とする臨床研究、一般の

人を対象とした運動機能評価研究、運動介入研究などを実施。さらに、運動、栄養や社会的

メリット、経済的メリットに関する成果を求めた。 

運動器疾患を予防目的とした大規模住民コホート（ROAD スタディ）では、2005 年に開始し

た事業の、3年後、7 年後、10 年後の追跡調査結果をデータセットし、2016 年に終了した ROAD

スタディ第 4回調査（10年目の調査）の結果と、過去 3回の調査結果のレコードリンケージ

を実施し、データセットの構築を行うこと、ロコモティブシンドローム(ロコモ)の有病率の

推定を実施した。高齢者を対象とした下肢機能評価として SPPB community-based score と

ロコモ度テストの関連性を検討した。介入効果の検証とさらに有効性の高い介入方法やノウ

ハウを提言することを目的とした介入研究では、複数の方法で実施。埼玉では、「伊奈町ロコ

モコール講習会」を実施し、3 ヶ月間は自宅で自己運動を実施し、その前後で運動機能測定

および調査票調査を実施。運動機能測定および調査票調査では参加者を 1 会場に集めている。

宮崎では、完全訪問型介護予防事業として「ロコモコール」を実施。初回測定から、3 ヶ月後

測定まで全て自宅で実施する方法である。また、大阪、埼玉、浜松、鹿児島の 4 地域では、

事業の介入者をロコモコーディネーター（有資格者）、ロコモ普及員、無資格者に分け、調査

を介入前、1 ヵ月後、3 ヶ月後に実施しロコモコールは行わず、具体的詳細については、各研

究者による分担研究報告を参照されたい。 

高齢期の運動器の健康、あるいは障害による経済的効果・損失を明らかにし、運動器障害

対策の医療経済的異議を明らかにするために、最大歩行速度の加齢変化パターン群別に調査

終了時点から過去 1 年間の国民健康保険及び後期高齢者医療制度に基づく月額走医療費を

Generalized Estimating Equation により算出した。 
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Ａ．研究目的 

ロコモティブシンドローム（運動器症候群、以下

「ロコモ」）は、運動器の障害のために移動機能が

低下し、進行すると介護が必要になる危険性の高

い状態とされる。その認知度向上については、健

康日本２１（第二次）で目標設定されている。最近

の厚労省の調査結果では、要介護になった原因

のうち運動器疾患と衰弱が３６％を占めており、社

会の不安となっている。今後は運動器の健康を維

持し、運動器に由来する要介護者の増加を抑制

することが要介護者を減らすうえで喫緊の課題で

ある。しかしながらこれまで要介護者を減らし健康

寿命を延伸させる施策が講じられているものの、

要介護者が増加の一途をたどっているのが現状

である。本研究で、運動機能の低下をもたらす要

因の明確化、運動機能低下の程度と介護リスクと

の関係を科学的に明らかにし、これまでにない運

動と栄養を中心とする効果的なロコモ対策に資す

る基礎資料を得ることを目的として本事業を実施

することで、これらの得られた成果を「健康づくりの

ための身体活動基準」の改定、「健康日本２１（第

二次）」の推進に活用できる。 

 また本研究の特徴は、運動、栄養、公衆衛生の

専門家による運動と栄養に関する文献の検証に

加え、一般市民を対象とするコホート研究、要介

護者や施設入居者を対象とする臨床研究、一般

の人を対象とした運動機能評価研究、運動介入

研究などの成果に基づき、運動、栄養や社会的メ

リット、経済的メリットに関する成果が得られる点に

ある。またこれまでにない全国規模な運動機能に

関する年代毎の指標となるエビデンスの獲得も目

指しているため、ロコモ予防啓発また将来の検診

導入にも貢献することを目的とする。 

  本研究の初年度はこれまでの文献レビューお

よび各運動機能評価項目、介護関連項目を選定

し、各コホート検診項目に導入して調査・検討を

行い運動・栄養介入プログラムの立案を行う。 

また多くの学会、関連団体との連携により、学

術的メリットのみならず、検診等を視野に入れた

現実的な提言が可能となり、成果を広く公知する

体制が構築したい。 

  

Ｂ．研究方法 

 ROAD スタディでは、2005 年〜2007 年に、都

市型コホート（東京都）、山村型コホート（和歌山

県）、漁村型コホート（和歌山県）と、特性の異なる

３地域コホートを設置し、3,040 人(男性 1,091

人、女性 1,979 人、平均年齢 70.3 歳)の参加を

得た（ベースライン調査）。ベースライン調査で

は、400 項目からなる詳細な問診票調査、栄養調

査、握力、歩行速度、身体測定、Dual energy 

X-ray absorptiometry (DXA)による骨密度測

定、尿検査、血液検査を行い、脊椎、股関節、膝

関節の X 線撮影を実施し、整形外科医による診

察を行った。その後ベースライン調査参加者を対

象に、3 年後、7 年後、10 年後の追跡調査を行

い、ベースライン調査時の項目を再度実施し、運

動器疾患の発生、増悪、要介護の有無、生命予
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後についての経過を把握した。 

  本年度はまず 10 年目の調査の結果と、過去 3

回の調査結果のレコードリンケージを実施し、デ

ータセットの構築を行った。 

 次に、ロコモの有病率を推定することとした。診

断基準には日本整形外科学会にてロコモの簡易

診断法として開発されたロコモ度テストを用いた。

ロコモ度テストは立ち上がりテスト、2 ステップテス

ト、ロコモ 25 問診票からなる。まず立ち上がりテス

トは、10cm、20cm、30cm、40cm の 4 つの高さ

の台を準備し、片脚または両脚で立ち上がれるか

どうかで脚力を測るテストである。2 ステップテスト

は、できるかぎり大股で 2 歩歩き、2 歩分の歩幅

を測定し、身長で除して 2 ステップ値を算出す

る。2 ステップ値により、下肢の筋力、バランス能

力、柔軟性などを含めた歩行能力を評価する。ロ

コモ 25 問診票は、過去 1 ヶ月の間に体の痛み

や日常生活の困難がなかったかどうかについて

の 25 項目の質問からなる。ひとつひとつの問診

項目について最も悪い(4 点)〜最もよい（0 点）の

評価値が与えられ、それらの単純加算により、0

（最もよい状況）〜100 点（最も悪い状況)の得点

がつけられる。 

  ロコモ度テストにより、ロコモ度 1、ロコモ度 2 の

二つのステージの判断が可能である。 ロコモ度 1

は移動機能の低下が始まっている状態、ロコモ度

2 は移動機能の低下が進行している状態である。 

 それぞれの臨床判断値は以下の通りである。 

1) ロコモ度１ 

① 立ち上がりテスト：片脚で 40 ㎝の高さから立

つことができない 

② 2 ステップテスト：1.3 に達しない  

③ ロコモ 25：7 点以上 

 ①〜③のうちひとつでも該当すれば、その対象

者はロコモ度 1 該当と判定される。 

2) ロコモ度 2 

① 立ち上がりテスト：両脚で 20 ㎝の高さから立

つことができない 

② 2 ステップテスト：1.1 に達しない  

③ ロコモ 25：16 点以上 

 ①〜③のうちひとつでも該当すれば、その対象

者はロコモ度 2 該当と判定される。 

 この臨床判断値を用いて、ROAD スタディ第 3

回調査から実施しているロコモ度テスト結果から、

一般住民におけるロコモティブシンドロームの有

病率を推定した。 

介護老人保健施設のデイケアに通所している

要支援・要介護高齢者を対象に、ロコモ度テスト

を用いた横断研究により、高齢者の要介護の重

症化と移動機能との関係を明らかとし、その判定

値を明確化することを目的に、ロコモ度テストと他

の運動機能評価、ADL 評価を実施した。立ち上

がりテスト、2 ステップテストの測定は村永らが考

案した方法に準じて行った。その他の運動機能

は、握力、等尺性膝伸展筋力、Timed Up & Go 

Test（以下、TUG)、5ｍ歩行、30-second Chair 

Standing Test(以下，CS-30)を評価した。ADL

は、Function Independence Measure（以下、

FIM）を測定した． 

立ち上がりテストは、40 ㎝両足の検査から開始

し、立ち上がり可能であれば左右とも片足で実施

した。その後も同様の手順で 30cm、20cm、

10cm と繰り返した。両足または片足で立ち上が

れた一番低い台を測定結果とした。 

2 ステップテストはできるかぎり大股 2 歩の歩幅を

身長比で算出する。2 回計測し高値の記録を採

用した。 

握力（kg）はデジタル式握力計（T.K.K.5401, 竹

井機器工業製）を使用した。測定は立位で左右 1

回ずつ測定し、左右の最大値を採用した。 

等尺性膝伸展筋力（Nm/kg）は，ハンドヘルドダ

イナモメーター（μTas F-1，アニマ社製）を使用

し，最大等尺性収縮を測定した。測定部位は股

関節・膝関節 90°の椅子に座位とし，ハンドヘルド

ダイナモメーターを下腿部に当て、ベルトを椅子

の脚に巻き付け固定した。下腿長としてベルト固

定部から内側膝関節裂隙までの距離を測定し

た。測定は左右 1 回ずつ行い、得られた値（N）を
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下腿長（m）と体重（㎏）で補正し，左右の最大値

を代表値とした。なお等尺性膝伸展筋力は，体重

支持指数（weight bearing index：以下，WBI）

に変換して分析した． 

TUG（秒）の測定は，Podosiadlo ら 10）が提唱し

た方法をもとに，肘掛け付き椅子を使用し，動作

の速度指示は，できるだけ速く行う最大速度とし

た。 

5m 歩行は，直線廊下を 11m 歩行し，最初と最

後の各 3m を助走路として 5m の歩行を実施し

た．教示は「できるだけ速く歩いて下さい」に統一

し，最大努力での歩行時間をデジタルストップウォ

ッチで 2 回測定し，より良い値を測定値とした。 

CS-30（回）は、高さ 40 ㎝の肘掛のないパイプ椅

子を使用した。テスト実施時の姿勢は、両下肢を

肩幅程度に広げて座り、両上肢は胸の前で組ん

だ座位姿勢から開始した。「はじめ」の合図で膝

関節が完全伸展する立位姿勢から再び着座する

動作を 1 回として 30 秒間に何回行えるかを測定

した。なお立ち上がり途中で 30 秒経過した場合

は測定回数に含めなかった。 

FIM（点）は，日常生活活動の能力評価法として

世界的に広く利用されている。評価は運動と認知

に関する 2 大項目からなり、FIM 運動項目は、

食事、整容、清拭、更衣上半身、更衣下半身、ト

イレ動作、排尿管理、排便管理、ベッド・椅子移

乗、トイレ移乗、歩行・車椅子、入浴、階段を介助

量に応じて 7 段階で評価する。最高点は 126

点，最低点は 18 点であった。 

 介入研究として埼玉県伊奈町では、地域在住

高齢者を対象としたロコモの予防・改善のための

3 か月間の運動介入プログラム「伊奈町ロコモコ

ール講習会」を平成 29 年度に 6 回実施した(図

１)。各回、1 グループ 15～20 名程度の参加者に

対して、まず初回講習として運動機能評価、調査

票調査およびを行った。次いで運動指導をしたの

ち、運動の解説パンフレット、運動記録表をわた

し、3 か月間の自己運動を促し、3 か月間は、運

動の実施状況の聴取と運動継続の励ましの電話

（ロコモコール）をかける。3 か月後の講習では、

再び運動機能評価、調査票調査を行い、参加者

に初回および 3 ヶ月後の運動機能測定結果をフ

ィードバックする。 

 宮崎では、ロコモコールを実施。65 歳以上の男

女で行政が実施する「運動器の機能向上」教室

不参加者で本研究に参加を希望する方を対象に

3 ヶ月間の研究期間をおき、その前後で問診、運

動能力調査を実施。全員にロコトレを指導し、3 ヶ

月間実施してもらう。問診内容は「ロコモコール調

査アンケート」「基本チェックリスト」「ロコモ２５」と

し、運動能力調査では、開眼片脚立ち時間、椅子

立ち上がり（5 回）時間を測定。3 ヶ月の調査期間

中は地域の民生委員等担当者が定期的（週 1～

3 回）にコンタクト（ロコモコール）を行い、被験者と

コンタクトをとる。活動量計の記録は行わないが、

ロコトレ手帳にて日々のロコトレ実施数を記入する

よう依頼している。また、既存データと新規データ

収集によるロコモ検診を検証。宮崎県内で地域住

民を対象にロコモ検診を実施。総合型地域スポ

ーツクラブ会員や、県内企業・団体職員など、計

3,365 名を対象とした。調査項目は、問診（既往

歴、関節の痛みの有無、健康状態や運動習慣な

ど）、ロコモ度テスト（立ち上がりテスト・２ステップテ

スト・ロコモ２５）を基本とし、筋量、運動器能力テス

トを行った。 

平成 27 年度から地域行政がロコモ予防事業の 1

つとしてロコモ検診を取り入れており、ロコモ検診

案内チラシは特定健康診査案内文書と同封され

て、各個人へ郵送されている。ロコモ検診は希望

者誰もが受診でき、受付を済ませると、研究説

明、問診、ロコモ 25、身長（体重）測定、立ち上が

りテストまたは２ステップテストの順でロコモ度テス

トを実施。会場によっては、筋肉量測定、歩行動

作によるロコモ度測定（宮崎大学開発：特許取得

済）を実施。受診者 1 名に対して、スタッフ 1 名が

つき、測定終了後はロコモ度判断値の通知およ

びロコトレ指導を行った。 

 筋量測定は InBody 社の S10 を使用し、立位
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で測定した。 また当学で開発した歩行測定器や

バランス測定器によるロコモ測定も行っている。

（特許取得済み） 

 栄養プログラム開発を目的とした事業では、これ

までの介入研究のデータを分析した。この介入研

究は、65 歳から 80 歳までの地域在住の高齢者

82 名を、ランダムに対照群（運動群）41 名と試験

群（運動＋栄養群）41 名に分けて、3 か月間の介

入プログラムを実施し、運動器の健康、特にサル

コペニアへの影響を検討することを目的とした無

作為化比較対照試験である。対照群（運動群）

は、週 2 回、レジスタンス運動を中心とした運動

教室に参加した。一方、試験群（運動＋栄養群）

は、同じ運動教室への参加に加えて、10.5ｇ/日の

乳たんぱく質と微量栄養素（亜鉛 8.0 mg、ビタミ

ン B12 12μg、葉酸 200 μg、ビタミン D 200IU 

などを含有）を補給した。それぞれ 3 か月間の介

入期間の前後で、DXA 法による体組成（全身と

四肢および下肢の軟組織重量）、身体機能［歩行

速度や筋力、Timed Up & Go（TUG）検査、5

回椅子立ち上がり時間と 30 秒間椅子立ち上がり

回数］を測定した。統計学的解析方法は、線形混

合効果モデルを用いた。 

 運動器の健康・障害による経済的効果・損失で

は、既存データを使った。分担研究者らが中心と

なって、2002 年からこれまで群馬県草津町をフィ

ールドとして「草津町研究」を行ってきた。その対

象は同町に在住する 65 歳以上全住民であり、彼

らに対し高齢者健診を毎年実施するとともに、2～

3 年に一度の頻度で悉皆的訪問調査を行ってい

る。また、研究参加者についてはその後の死亡や

介護認定の有無に関する転帰調査を行い、さら

に一人ひとりの医療保険や介護保険の給付情報

も入手して、これら情報をすべてリンケージした包

括的なデータセットを作っているため、2017 年度

はこうしたデータの収集を継続し、運動器の健康・

障害による経済的効果・損失の分析に使用する

データセットを構築した。最大歩行速度の加齢変

化パターンを Group-Based Semiparametric 

Mixture Model で類型化し、高群が 17.0%、中

群が 57.2%，低群が 25.7%であることを報告した

ことから、この最大歩行速度の加齢変化パターン

３群別に、歩行機能の調査終了時点から過去 1

年間の国民健康保険及び後期高齢者医療制度

に基づく月額総医療費を Generalized 

Estimating Equation により算出した。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は、各分担研究者が所属する倫理委員会

の承認を得て実施しており、各種法律・政令・各

省通達、臨床研究に関する倫理指針および倫理

規定を遵守して行っている。同意取得の際には、

医の倫理委員会で承認の得られた同意説明文書

を研究対象者に渡し、文書及び口頭による十分

な説明を行い、研究対象者の自由意思による同

意を文書で取得している。この研究の参加は、研

究対象者の自由意思によるものであり、研究対象

者が研究への参加を拒否・撤回した場合は、それ

までの試料・情報を原則破棄するものとする。た

だし、研究対象者の同意を得ることができれば、

それまでの試料・情報はそのまま使用することとす

る。採取したサンプルや対象者 ID 対照表、解析

結果は鍵付保管庫で厳重に管理し秘密を厳守す

る。結果を学術論文や学会等で報告する場合も

参加者の人権及びプライバシーの保護を優先す

る。 

 

Ｃ．研究結果 

10 年目の調査の結果の確認とデータクリーニ

ングを実施した後、過去 3 回の調査結果のレコー

ドリンケージを行い、10 年間の追跡データセット

の構築が終了した。 

 次にロコモの有病率を推定した。ROAD スタ

ディの第 3 回調査では、1,575 人(男性 513 人、

女性 1,062 人)からなる地域在住一般住民にロコ

モ度テストを実施した。その結果から、ロコモ度

1,2 それぞれに該当するものの有病率を推定した

ところ、ロコモ度 1 該当の有病率は全体の
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69.8％（男性 68.4%、女性 70.5%）、ロコモ度 2

該当の有病率は全体の 25.1％（男性 22.7%、女

性 26.3%）となった。ロコモ度 1、ロコモ度 2 の有

病率はいずれも年齢とともに高くなるが、男女差

はなかった。 

高齢者の要介護の重症化と移動機能との関係

調査では、対象 79 名のうち全員が立ち上がりテ

ストのロコモ度 1・2（ロコモ度 1：26 名，ロコモ度

2：53 名）に該当し、3 名を除く 76 名が 2 ステッ

プテストのロコモ度 1・2 に該当した（ロコモ度 1：

12 名、ロコモ度 2：64 名）。 

2 ステップテストは，立ち上がりテスト、WBI、

CS-30、5m 歩行時間、TUG、FIM と有意な相

関を認めた．立ち上がりテストは握力、WBI、CS-

30、5m 歩行時間、TUG、FIM と有意な相関を

認めた。次に，要介護度別のロコモ度テストと他の

評価結果の群間比較では、立ち上がりテストにお

いて、要支援群は要介護群と比較して両足 20 ㎝

可能な者が有意に多く、また要介護Ⅱ群では他

の群と比較して，両足 40 ㎝可能な者が有意に多

く、両足 20 ㎝可能な者が有意に少なかった。ま

た要介護Ⅱ群における立ち上がりテストのロコモ

度 1 が有意に少なく、ロコモ度 2 が有意に多かっ

た。一方 2 ステップテストの平均値とロコモ度の内

訳は群間に有意差を認めなかった。他のパフォー

マンステストでは，Kruskal Wallis 検定の結果、

CS-30 のみ群間に有意差を認め、多重比較検定

の結果、要支援群に比して要介護Ⅱ群で有意に

低い数値となった。 

要支援・要介護の新規発生を予測する指標とし

て有用とされる SPPB community-based score

（以下，SPPB-com）とロコモ度テストの関連性の

検討では、ロコモ度 1，2 の中に SPPB 合計点の

満点が多数存在することから、原版での算出では

天井効果が確認された。立ち上がりテスト、2 ステ

ップテスト共に原版 SPPB 合計点との間に有意

な相関は認めなかったが，SPPB-com 合計点と

の間に中等度の正の相関を認めた（rs=0.47, 

0.43, p<0.01）。 

 ロコモ度テストの日本人の性・年代別基準値の

作成では、総計 10208 名分を集める事といてい

たが、欠損値などがあるものを除くと総計は約

8,800 名分となる見込みで、現在データの再点検

中である。 

 埼玉県内における介入効果の検証は、3 か月

後の再調査には 84 名が参加し、ほぼすべての

評価項目で改善していた。宮崎での調査では、

開眼片脚立ち起立時間および椅子立ち上がり時

間（5 回）とも改善をみせ、この方法は自宅で可能

な上に、地域の民生委員との交流（連絡）がいい

影響を与えた。介入者をロコモコーディネーター、

ロコモ普及員、無資格者の 3 つに郡分けし結果

を比較した結果では、運動機能を示す指標のうち

で、椅子からの立ち上がり時間について、すべて

の介入で運動機能の向上および向上傾向が見ら

れたが、開眼片脚立位時間についてはロコモコ

ーディネーターの介入群のみに有意な向上が認

められた。 

運動機能の維持向上につながる効果的な栄養

介入プログラム作成においては、既存データを用

いて、骨粗鬆症と食品摂取の多様性スコア

（DVS）との関連を調べ、骨粗鬆症の予防のため

には DVS７点以上が望ましいとの結果を得た。 

 運動器の障害による経済的損失を明らかにする

点では、歩行機能が低下していく群では、月別医

療費が減っていくが、代わりに介護費が急増して

いくことが明らかとなった。 

  

Ｄ．考察 

 ロコモ度 1 の有病率は 69.8％（男性 68.4%、女

性 70.5%）、ロコモ度 2 の有病率は 25.1％（男性

22.7%、女性 26.3%）である、ロコモ度 1、ロコモ

度 2 の有病率の性・年代別分布を成 22 年の国

勢調査人口統計に当てはめてロコモ度 1、ロコモ

度 2 の有病者数を推定したところ、40 歳以上に

おけるロコモ度 1 有病者数は総数 4590 万人（男

性 2020 万人、女性 2570 万人）、ロコモ度 2 は

総数 1380 万人（男性 460 万人、女性 920 万
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人）となる。極めて多数の人口がロコモ度 1、2 に

該当していることがわかっており特にロコモ度１は

40 歳以上の 68%が該当することから、極めて多く

の中高年男女が自覚のないまま移動機能の低下

が始まっていることがわかり、ロコモ予防のための

早期介入の重要性が明らかとなった。 

またロコモ測定方法である 2 ステップテストと立

ち上がりテストが、汎用性の高い他の高齢者の運

動機能評価項目や ADL 評価と軽度～中等度の

有意な相関を認めたことから、要支援・要介護高

齢者に対するロコモ度テスト使用の妥当性も確認

できた。 

 立ち上がりテスト、2 ステップテスト共に SPPB-

com 合計点との間に中等度の正の相関を認めた

ことから、ロコモ度テストが要支援・要介護の発生

リスクとの関連性から，下肢機能を捉える指標とな

りうる可能性が示唆された。文部科学省の新体力

テストは、児童・生徒の教育現場における発育・発

達の評価方法をベースにしたものと、競技スポー

ツ強化のための体力評価法がベースになってい

るため、高齢者や運動器に障害がある者、あるい

はその可能性が高い者に対しては実施困難な種

目が多い。それに比べてロコモ度テストは、日常

生活に欠かせない動作（歩く・立つなど）に直結し

ており、「できる」「できない」で結果が出ることによ

り、自身の運動器状態（低下）を実感することがで

きる。その自覚は実生活に直結しているため、運

動器の健康に取り組む動機付けになる。 

 運動や栄養の効果的な介入方法については、

ロコトレを継続することが運動機能（特に移動機

能）維持・改善に効果があることが示唆され、その

取り組みは体操教室のような施設集合型ではなく

ても、自宅でも実施可能であった。栄養は、高齢

期に増えてくるサルコペニア予防に DVS7 点以

上が推奨されており、サルコペニアは骨粗鬆症、

変形性膝関節症とならんでロコモの背景疾病とな

るため、食事ガイドラインとして DVS7 点以上を推

奨する。 

 

Ｅ．結論 

これまでの運動機能テストに比べてロコモ度テ

ストは日常生活の動作を総合的に判断することが

可能であり、バランス力、下肢筋力を維持・改善す

る方法としてロコトレが有用であることが示された。

なお、個々の研究の詳細に関しては、各分担研

究者による報告を参照されたい。 

今後、よりロコモ予防を全国に普及し介護予防

や健康寿命延伸に貢献するためには、本事業で

示されたロコモ予防改善プログラムを広める必要

があり、地域行政や関連学会との協力を得て実施

することが重要であると思われる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 該当なし 
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コペニア・フレイル-」．第 136 回西日本整形・

災 害 外 科 学 会 学 術 集 会  長 崎 市 ，

2018.11.23-24 

33. 帖佐悦男：学校検診と小児の運動器疾患-な

ぜ子どもの頃からロコモ予防が必要か-．第 29

回日本小児整形外科学会学術集会 名古屋

市，2018.12.14-15 

34. 帖佐悦男：小児の運動器疾患と学童期検診-

ロコモ対策を含めて-．福井県整形外科医会学

術講演会 福井市，2019.1.19 

35. 帖佐悦男：医療関係者が知っておきたいロコ

モを取り巻く環境と医療連携-ロコモ フレイル 

サルコペニア 骨粗鬆症-．都城地区整形外科

医会学術講演会 都城市，2019.3.7 

36. 帖佐悦男：変形性股関節症の診断と治療-医

療安全と疼痛管理-．第 51 回岐阜人工関節フ

ォーラム 岐阜市，2019.3.23 

37. 新井 智之, 藤田 博暁, 丸谷 康平, 旭 竜

馬, 森田 泰裕, 細井 俊希, 石橋 英明.地域

在住中高年者の 2 年後のロコモ移行に関わる



16 
 

要因の検討 ロコモ 25 のアンケート追跡調査

からの男女別の解析．第 52 回日本理学療法

学術大会千葉市，2017.5.12 

38. 旭 竜馬, 藤田 博曉, 新井 智之, 丸谷 康

平, 森田 泰裕, 石橋 英明．ロコモティブシン

ドローム評価尺度による歩行速度低下の予見

性．第 59 回 日本老年医学会 名古屋市 

2017.6.14 

39. 旭 竜馬, 藤田 博曉, 新井 智之, 丸谷 康

平, 森田 泰裕, 石橋 英明. 地域在住中高

年者の追跡によるロコモティブシンドローム移

行の予測因子の検討．第 19 回日本骨粗鬆症

学会雑誌 大阪市, 2017.10.20  

40. 利根川 賢, 藤田 博曉, 細井 俊希, 新井 

智之, 丸谷 康平, 石橋 英明. 地域在住中

高齢者を対象とした転倒不安の変化に影響を

与える要因について．第 4 回 日本サルコペ

ニア・フレイル学会 京都市, 2017.10.14 

41. 旭 竜馬, 藤田 博曉, 新井 智之, 丸谷 康

平, 森田 泰裕, 石橋 英明. 地域在住中高

年者の縦断調査におけるロコモティブシンドロ

ーム移行群の特徴．第 4 回 日本サルコペニ

ア・フレイル学会 京都市 2017.10.14 

42. 石橋英明：フレイルの原因としての骨粗鬆症

性骨折の重要性とその対策、第 18 回日本抗

加齢医学学会総会、大阪国際会議場、大阪

府、2018.5.26（シンポジウム）、国内 

43. 石橋英明：予防理学療法を広めることがロコ

モ対策に重要！、第 4 回日本要望理学療法

学会サテライト集会、ウエスタ川越、埼玉県、

2018.7.1（シンポジウム）、国内 

44. 石橋英明：健康長寿に不可欠なロコモティブ

シンドローム対策～ロコモの概念・評価法・重

要性～、第 59 回日本人間ドック学会、朱鷺メ

ッセ、新潟県、2018.8.30（シンポジウム）、国

内 

45. 石橋英明：運動器の健康に関わる肥満症対

策の重要性、第 39 回日本肥満学会、神戸

ポートピアホテル、兵庫県、2018.10.7（シン

ポジウム）、国内 

46. 石橋英明：ロコモと骨粗鬆症～転倒予防と薬

物療法～、第 5 回サルコペニア・フレイル学会、

御茶ノ水ソラシティ、東京都、2018.11.11（シン

ポジウム）、国内 

47. 北村明彦、谷口優、天野秀紀、清野諭、横山

友里、西真理子、藤原佳典、新開省二. 地域

高齢者の健康余命に及ぼす糖尿病とフレイル

の交互影響. 第 59 回日本老年医学会学術集

会（名古屋国際会議場：名古屋市）口演．

2017.6.14-16. 

48. 清野諭、北村明彦、遠峰結衣、田中泉澄、谷

口優、横山友里、天野秀紀、成田美紀、池内

朋子、藤原佳典、新開省二．高齢者において

運動実践仲間の存在はフレイルと予防的に関

連するか？第 59 回日本老年社会科学会大会

（名古屋国際会議場：名古屋市）ポスター．

2017.6.14-16. 

49. 成田美紀、北村明彦、清野諭、遠峰結衣、田

中泉澄、谷口優、横山友里、天野秀紀、池内

朋子、藤原佳典、新開省二．在宅高齢者の食

品摂取多様性と身体的、社会的、精神的健康

の関連．第 59 回日本老年社会科学会大会

（ 名 古 屋 国 際 会 議 場 ： 名 古 屋 市 ） 口 演 ．

2017.6.14-16. （優秀演題受賞） 

50. 清野諭、北村明彦、遠峰結衣、田中泉澄、谷

口優、横山友里、天野秀紀、成田美紀、池内

朋子、藤原佳典、新開省二．高齢者の社会活

動参加は身体機能と関連するか～個人および

地域レベルによる検討～．第 20 回日本運動

疫学会学術集会（神戸大学医学部会館等：神

戸市）ポスター．2017.6.7-18. 

51. 横山友里、成田美紀、新開省二．地域在住

高齢者における食事パターンと通常歩行速度

との横断的関連．第 64 回日本栄養改善学会

学術総会（アスティとくしま：徳島市）．口演．

2017.9.13-15. 

52. 新開省二、横山友里、成田美紀．全世代を

通じたバランスの良い食生活の提唱～主食・
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主菜・副菜、多様な食品摂取と栄養素密度～．

第 64 回日本栄養改善学会学術総会（アスティ

と く し ま : 徳 島 市 ） ． シ ン ポ ジ ウ ム 口 演 . 

2017.9.13-15. 

53. 清野諭、角公一郎、成田美紀、横山友里、芦

田欣也、北村明彦、新開省二．12 週間のレジ

スタンス運動と乳たんぱく質・微量栄養素補給

が血漿アミノ酸濃度に及ぼす影響：ランダム化

比較試験の二次解析．第 72 回 日本体力医

学会大会（松山大学文京キャンパス：松山市）．

ポスター．2017.9.16-18. 

54. 横山友里、新開省二、本川佳子、萩原真由

美．健康長寿新ガイドラインの策定（その１）：

ねらいと策定プロセス. 第 12 回日本応用老年

学会大会（桜美林大学 四谷キャンパス:千駄

ヶ谷）．口頭発表．2017.10.22. 

55. 本川佳子、新開省二、横山友里、萩原真由

美．健康長寿新ガイドラインの策定（その２）：

成果物の特徴と今後の活用. 第 12 回日本応

用老年学会大会（桜美林大学 四谷キャンパ

ス:千駄ヶ谷）．口頭発表．2017.10.22. 

56. 北村明彦、谷口優、天野秀紀、清野諭、西真

理子、横山友里、濱口奈緒美、岡部たづる、

干川なつみ、藤原佳典、新開省二. 要介護状

態の発生要因に関する疫学的検討－草津町

研究－. 第 76 回 日本公衆衛生学会総会（宝

山ホール等：鹿児島市）．口演．2017.10.31-

11.2. 

57. 谷口優、北村明彦、野藤悠、石崎達郎、清野

諭、横山友里、村山洋史、光武誠吾、天野秀

紀、西真理子、干川なつみ、濱口奈緒美、岡

部たづる、藤原佳典、新開省二．高次生活機

能の加齢変化パターンと医療費及び介護費と

の関連－草津町研究－. 第 76 回 日本公衆

衛生学会総会（宝山ホール等：鹿児島市）．ポ

スター．2017.10.31-11.2. 

58. 横山友里、西真理子、村山洋史、天野秀紀、

谷口優、清野諭、成田美紀、池内朋子、北村

明彦、新開省二. 地域在住高齢者における

PFC バランスとフレイルとの関連－鳩山コホー

ト研究－．第 76 回 日本公衆衛生学会総会

（ 宝 山 ホ ー ル 等 ： 鹿 児 島 市 ） ． 口 演 ．

2017.10.31-11.2. 

59. 海渡翔、谷口優、北村明彦、横山友里、清野

諭、西真理子、天野秀紀、横川博英、藤原佳

典、新開省二．地域在宅高齢者における共食

の頻度と筋力との関連－草津町研究－. 第

76 回 日本公衆衛生学会総会（宝山ホール

等：鹿児島市）．口演．2017.10.31-11.2. 

60. 新開省二．老いにかかわる現代的傾向－高

齢期の健康度推移の多様性－. 日本老年行

動科学会第 20 回東京大会（筑波大学東京キ

ャンパス：東京）, 大会企画シンポジウム「超高

齢時代の多様な生き方」, 2017.11.26. 

61. Seino S, Sumi K, Narita M, Yokoyama Y, 

Ashida K, Kitamura A, Shinkai S. Effects 

of low-dose dairy protein plus 

micronutrient supplementation during 

resistance exercise on muscle mass and 

physical performance in older adults: A 

randomized, controlled trial. Journal of 

Nutrition, Health & Aging, 2018; 22(1); 

59-67, 2018 

62. Seino S, Nishi M, Murayama H, Narita 

M, Yokoyama Y, Nofuji Y, Taniguchi Y, 

Amano H, Kitamura A, Shinkai S. Effects 

of a multifactorial intervention 

comprising resistance exercise, 

nutritional, and psychosocial programs of 

frailty and functional health in 

community-dwelling older adults: A 

randomized, controlled, crossover trial. 

Geriatrics & Gerontology International, 

17(11); 2034-2045, 2018. 

63. Cabral MMS, Bos AJ, Amano H, Seino S, 

Shinkai S. Relationship between skin 

color, sun exposure, UV protection and 

fish intake and serum levels of vitamin D 
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in Japanese community-dwelling older 

adults. Nutrition and Food Science, 2017. 

64. Taniguchi Y, Kitamura A, Seino S, 

Murayama H, Amano H, Nofuji Y, Nishi 

M, Yokoyama Y, Shinozaki T, Yokota I, 

Matsuyama Y, Fujiwara Y, Shinkai S. 

Gait Performance Trajectories and 

Incident Disabling Dementia Among 

Community-Dwelling Older Japanese. 

Journals of the American Medical 

Directors Association 2017;18(2):192.e13-

192.e20 

65. 横山友里、北村明彦、川野因、新開省二: 

国民健康・栄養調査からみた日本人高齢者の

食物摂取状況と低栄養の現状. 日本食育学

会誌, 12(11): 33-40, 2017 

66. 北村明彦、新開省二、谷口優、天野秀紀、清

野諭、横山友里、西真理子、藤原佳典．高齢

期のフレイル、メタボリックシンドロームが要介

護認定情報を用いて定義した自立喪失に及

ぼす中長期的影響：草津町研究．日本公衛誌, 

2017; 64(10): 593-606. 

67. 新開省二．「フレイルを先送りし、健康余命を

延伸する社会システム」の提案．保健師ジャー

ナル 2018 年 2 月号, P103-P107. 

68. 横山友里、新開省二．フレイル予防と栄養. 

月刊公衆衛生情報．2017; 47(5): 6-7. 

69. 新開省二．健康長寿新ガイドライン－健康長

寿のための 12 か条．長寿科学振興財団機関

誌 Aging & Health 冬号 No.84, 第 26 巻第

4 号, P6-P9, 2018 年 1 月発行. 

70. 新開省二．高齢者の低栄養と食生活の改善．

JATAFF ジャーナル, 2017; 5(12): 12-17. 

71 ． Shinkai S. Trends and Challenge of 

Frailty Research in Japan. Japan-Korea 

Joint Symposium on Challenge of Frailty 

Research, Tokyo, Japan, 2019. 1.18. 

72．新開省二、清野諭、田中泉澄、遠峰結衣、西

真理子、横山友里、成田美紀、谷口優、 天野

秀紀、池内朋子、北村明彦. 大都市部高齢者

における孤食とフレイルおよび精神的健康との

関連：家族形態（家族と同居または独居）別で

の検討．日本老年社会科学会第 60 回大会, 

千代田区, 2018.6.9-10. 

73．新開省二、野藤悠、大須賀洋祐、清野諭、成

田美紀、北村明彦、岡野功、窪川真治、藤倉

とし枝. 地域におけるフレイル予防（２）埼玉県

シルバー人材センターの取り組み．第 77 回 

日 本 公 衆 衛 生 学 会 総 会 , 郡 山 市 , 

2018.10.24-26. 

74．新開省二、谷口優、野藤悠、清野諭、北村明

彦．フレイル～地域全体への予防的介入とそ

の効果～．第 29 回日本疫学会総会, 千代田

区, 2019.1.30-2.1. (シンポジウム) 

75. 北村明彦、谷口優、天野秀紀、清野諭、海渡

翔、武井卓、板橋美津世、藤原佳典、新開省

二．地域高齢者の要介護発生、死亡に及ぼす

慢性腎臓病とフレイルの交互影響．第第 60 回

日 本 老 年 医 学 会 学 術 集 会 , 京 都 市 , 

2018.6.14-16. 

76. 谷口優、北村明彦、清野諭、横山友里、石崎

達郎、光武誠吾、西真理子、天野秀紀、藤原

佳典、新開省二．歩行機能の加齢変化パター

ンと医療費との関連．第 60 回日本老年医学

会学術集会, 京都市, 2018.6.14-16. 

77. 海渡翔、谷口優、北村明彦、清野諭、天野秀

紀、板橋美津世、武井卓、横川博英、藤原佳

典、新開省二．地域在住高齢者におけるＣｒの

加齢変化パターンに関する縦断研究－草津

町研究－．第 60 回日本老年医学会学術集会, 

京都市, 2018.6.14-16. 

78. 清野諭、西真理子、横山友里、村山洋史、成

田美紀、谷口優、天野秀紀、北村明彦、新開

省二．フレイル予防のための複合プログラムが

高齢者のフレイルに及ぼす長期的効果：傾向

スコアマッチング法による前向き研究．第60回

日 本 老 年 医 学 会 学 術 集 会 , 京 都 市 , 

2018.6.14-16. 
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79. 成田美紀、横山友里、西真理子、谷口優、清

野諭、天野秀紀、北村明彦、新開省二．地域

在宅高齢者における牛乳・乳製品の摂取とサ

ルコペニアの有無との関連．第 60回日本老年

医学会学術集会, 京都市, 2018.6.14-16. 

80. 成田美紀、横山友里、本川佳子、田中泉澄、

新開省二．地域在住女性高齢者における食

品摂取多様性と大腿骨近位部骨粗鬆症との

関連．第 65 回日本栄養改善学会学術総会, 

新潟市, 2018.9.3-5. 

81. 横山友里、北村明彦、成田美紀、田中泉澄、

新開省二．地域在住高齢者における 1 日のた

んぱく質摂取量の配分とフレイルとの関連．第

13 回日 本 応 用老 年 学会 大 会 , 板 橋 区 , 

2018.10.20-21. 

82. 成田美紀、横山友里、北村明彦、新開省二．

高齢者の牛乳・乳製品の習慣的摂取および食

品摂取の多様性とフレイルとの横断的関連．

第 13 回日本応用老年学会大会, 板橋区, 

2018.10.20-21. 

83. 北村明彦、谷口優、天野秀紀、清野諭、横山

友里、西真理子、成田美紀、池内朋子、海渡

翔、阿部巧、干川なつみ、濱口奈緒美、岡部

たづる、藤原佳典、新開省二．地域高齢者の

健康余命に及ぼす生活習慣病とフレイルの影

響：草津町研究．第 77 回 日本公衆衛生学会

総会, 郡山市, 2018.10.24-26. 

84. 谷口優、北村明彦、石﨑達郎、清野諭、横山

友里、藤原佳典、鈴木宏幸、光武誠吾、野藤

悠、天野秀紀、西真理子、干川なつみ、濱口

奈緒美、岡部たづる、新開省二．認知機能の

変化パターンと医療費及び介護費との関連－

草津町研究－．第 77 回 日本公衆衛生学会

総会, 郡山市, 2018.10.24-26. 

85. 田中泉澄、北村明彦、清野諭、遠峰結衣、西

真理子、新開省二．都市部在住高齢者におけ

る所得および食品摂取多様性と精神的健康

度との関連．第 77 回 日本公衆衛生学会総会, 

郡山市, 2018.10.24-26. 

86. 阿部巧、北村明彦、谷口優、天野秀紀、清野

諭、横山友里、西真理子、成田美紀、池内朋

子、海渡翔、干川なつみ、濱口奈緒美、岡部

たづる、藤原佳典、新開省二．身体活動量と

全死亡との関連性に及ぼす歩行速度の媒介

効果．第 77 回 日本公衆衛生学会総会, 郡

山市, 2018.10.24-26. 

87. 成田美紀、谷口優、北村明彦、池内朋子、天

野秀紀、清野諭、横山友里、西真理子、海渡

翔、田中泉澄、千川なつみ、濱口奈緒美、岡

部たづる、藤原佳典、新開省二．地域在住高

齢者における食品摂取多様性の加齢変化パ

ターンと要介護発生との関連．第 77 回 日本

公衆衛生学会総会, 郡山市, 2018.10.24-26. 

88. 海渡翔、谷口優、北村明彦、清野諭、横山友

里、阿部巧、池内朋子、西真理子、天野秀紀、

板橋美津世、武井卓、横川博英、藤原佳典、

新開省二．地域在宅高齢者における腎機能

の加齢変化パターンが総死亡に及ぼす影響

－草津町研究－．第 77 回 日本公衆衛生学

会総会, 郡山市, 2018.10.24-26. 

89. 野藤悠、吉田由佳、谷垣知美、清野諭、村山

洋史、北村明彦、新開省二. 地域におけるフ

レイル予防（１）兵庫県養父市の取り組み．第

77 回  日本公衆衛生学会総会 , 郡山市 , 

2018.10.24-26. 

90. 北村明彦、谷口優、天野秀紀、清野諭、横山

友里、西真理子、藤原佳典、新開省二．地域

高齢者の自立喪失に及ぼす生活習慣病と機

能的健康の影響度：草津町研究．第 29 回日

本疫学会総会, 千代田区, 2019.1.30-2.1. 

91. 村永信吾，松田 徹，東 拓弥 

「地域在住高齢者を対象としたロコモ度テストと

Short Physical Performance Battery の関

連性の検討」第 31 回日本運動器科学会

（2019 年 7 月 6-7 日）発表予定 

92．藤野圭司：リハビリテーション科医が知ってお

きたいロコモティブシンドローム(ロコモ) 介護

予防対策とロコモティブシンドローム.第 55 回
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日本リハビリテーション医学会学術集会 福岡

市，2018.6.28-7.1 

93．二階堂元重，藤野圭司： 6 学会合同の再骨

折予防のためのインストラクター制度に関する

シンポジウム SLOC(全国ストップ・ザ・ロコモ

協議会)のロコモコーディネーター制度につい

て．第 60 回日本老年医学会学術集会 京都

市，2018.6.14-16 

94．藤野圭司：要介護者逓減のための取り組み．

第 91 回日本整形外科学会学術集会 神戸市，

2018.5.24-27 

95．藤野圭司：ロコモの認知度向上のために-ロコ

モの社会貢献と整形外科医の役割- ロコモの

認知度向上のために 浜松市での取り組み．

第 91 回日本整形外科学会学術集会 神戸市，

2018.5.24-27  

96．藤野圭司：ロコモティブシンドローム 2022 年

80%達成へのロードマップ NPO 法人全国ス

トップ・ザ・ロコモ協議会(SLOC)の設立と浜松

市におけるロコモコーディネーターの取り組み．

第 30 回日本運動器科学会 宜野湾市，

2018.6.23-24 

97．藤野圭司：日本型整形外科の展望 日本に

特有な「柔整」や「按摩・マッサージ・指圧師等」

とどう対処すべきか 「共存か対立か」．第 30

回日本運動器科学会 宜野湾市，2018.6.23-

24 

98. 堀井千彬、飯高世子、村木重之、岡敬之、橋

爪洋、山田宏、吉田宗人、田中栄、吉村典子：

全脊椎 X 線画像からみた椎体骨折の有病率

と腰痛・歩行能力の関連: ROAD study 第 4

回調査より：第 47 回日本脊椎脊髄病学会学

術集会 神戸市、2018.4.12-14  

99.児玉理恵、田中栄、吉村典子：母指 CM 関節

症 有 病 率 の 年 代 別 重 症 度 別 分 布 ： The 

ROAD study：第 61 回日本手外科学会学術

集会 東京、2018.4.26-27 

100.飯高世子、村木重之、岡敬之、堀井千彬、

田中栄、川口浩、中村耕三、阿久根徹、吉村

典子：変形性股関節症の発生率と危険因子 -

The ROAD study-：第 91 回日本整形外科学

会学術総会 神戸市、2018.5.24-27 

101.堀井千彬、飯高世子、村木重之、岡敬之、

川口浩、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：全脊椎 X 線画像からみた椎体骨折の有

病率：ROAD study 第 4 回調査より：第 91 回

日 本 整 形 外 科 学 会 学 術 総 会  神 戸 市 、

2018.5.24-27 

102.吉村典子、飯高世子、村木重之、堀井千彬、

岡敬之、川口浩、阿久根徹、中村耕三、田中

栄：フレイルとロコモの有病率と相互関係：

ROAD スタディ第 3 回調査より：第 30 回日本

運動器科学会 宜野湾市、2018.6.23-24 

103.飯高世子、村木重之、岡敬之、堀井千彬、

田中栄、川口浩、中村耕三、阿久根徹、吉村

典子：変形性股関節症の発生率と寛骨臼形成

不全との関連 -The ROAD study-：第 30 回

日本運動器科学会 宜野湾市、2018.6.23-24 

104.吉村典子、飯高世子、村木重之、堀井千彬、

岡敬之、川口浩、阿久根徹、中村耕三、田中

栄：フレイルとロコモの相互関係：ROAD スタ

ディより：第 31 回日本臨床整形外科学会学術

集会 鹿児島市、2018.7.15-16 

105.飯高世子、村木重之、岡敬之、田中栄、中

村耕三、阿久根徹、吉村典子：変形性股関節

症の発生率：10 年間の地域追跡コホートより：

第 36 回日本骨代謝学会学術集会 長崎市、

2018.7.26-28 

106.橋爪洋、吉村典子、山田宏、吉田宗人：ロコ

モティブシンドロームの現状と対策 ロコモ予

防のための啓発活動と運動介入が参加住民

に及ぼす効果について 和歌山県美浜町に

おける検証結果：第 73 回日本体力医学会大

会 福井市、2018.9.7-9 

107.長田圭司、橋爪洋、山田宏、吉村典子、籠

谷良平、吉田宗人：骨増殖病態の重症度と終

末糖化産物(AGEs)の血中濃度は相関する 

大規模住民コホートの調査結果より：第 131 回
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中部日本整形外科災害外科学会･学術集会 

倉敷市、2018.10.5-6 

108.飯高世子、村木重之、岡敬之、堀井千彬、

田中栄、川口浩、中村耕三、阿久根徹、吉村

典子：変形性股関節症の発生率と危険因子の

解明 -The ROAD study-：第 20 回日本骨粗

鬆症学会 長崎市、2018.10.26-28 

109.寺口真年、吉村典子、橋爪洋、山田宏、村

木重之、岡敬之、籠谷良平、田中栄、吉田宗

人：4 年間の腰椎椎間板変性の進行率と危険

因 子 に つ い て  The Wakayama Spine 

Study：第 46 回日本脊椎脊髄病学会学術集

会 札幌市、2017.4.13-15 

110.寺口真年、ディノ・サマーティス、橋爪洋、ジ

ェイソン・チャン、ケネス・チャン、吉村典子、吉

田宗人：腰椎 MRI における High Intensity 

Zone の新たな形態的分類と画像変化につい

て The Wakayama Spine Study：第 46 回

日本脊椎脊髄病学会学術集会 札幌市、

2017.4.13-15 

111.山田賢太郎、佐藤栄修、橋爪洋、吉村典子、

籠谷良平、石元優々、寺井秀富、中村博亮、

村木重之、吉田宗人：DISH は有症状の腰部

脊柱管狭窄症に関連する：第 46 回日本脊椎

脊髄病学会学術集会 札幌市、2017.4.13-15 

112.籠谷良平、吉田宗人、村木重之、岡敬之、橋

爪洋、山田宏、阿久根徹、吉村典子：びまん

性特発性骨増殖症と腰痛の関連：第 46 回日

本 脊 椎 脊 髄 病 学 会 学 術 集 会  札 幌 市 、

2017.4.13-15 

113.児玉理恵、村木重之、飯高世子、田中栄、岡

敬之、川口浩、中村耕三、阿久根徹、吉村典

子：一般住民における RA 関連血清マーカー

の陽性率および骨粗鬆症、変形性関節症との

関連―The ROAD study―：第 90 回日本整形

外科学会学術総会 仙台市、2017.5.18-21 

114.橋爪洋、山田宏、吉村典子、吉田宗人：脊椎

加齢変性疾患の疫学研究―The Wakayama 

Spine Study―：第 90 回日本整形外科学会学

術総会 仙台市、2017.5.18-21 

115.寺口真年、吉村典子、橋爪洋、山田宏、村木

重之、岡敬之、籠谷良平、田中栄、吉田宗人：

腰椎椎間板変性発生の危険因子について

―The Wakayama Spine Study―：第 90 回

日 本 整 形 外 科 学 会 学 術 総 会  仙 台 市 、

2017.5.18-21 

116.籠谷良平、吉田宗人、村木重之、岡敬之、橋

爪洋、山田宏、吉村典子：びまん性特発性

骨増殖症と腰痛の関連：第90 回日本整形外

科学会学術総会 仙台市、2017.5.18-21 

117.山田賢太郎、佐藤栄修、橋爪洋、吉村典子、

籠谷良平、石元優々、安倍雄一郎、寺井秀

富、村木重之、中村博亮、吉田宗人：DISH

の存在は腰部脊柱管狭窄症に影響を及ぼ

す：第 90回日本整形外科学会学術総会 仙

台市、2017.5.18-21 

118.前田孝浩、吉村典子、橋爪洋、山田宏、岡敬

之、石元優々、長田圭司、村木重之、南出

晃人、中川幸洋、吉田宗人：大規模住民コホ

ートにおける腰部脊柱管狭窄症の発祥関連

因子―The Wakayama Spine Study―：第

90回日本整形外科学会学術総会 仙台市、

2017.5.18-21 

119.神藤一紀、吉村典子、岡敬之、南出晃人、橋

爪洋、村木重之、松平浩、岩橋弘樹、中川

幸洋、山田宏、吉田宗人：第 90 回日本整形

外科学会学術総会 仙台市、2017.5.18-21 

120.伊沢直広、岡敬之、内藤昌志、松本卓巳、

廣瀬旬、西野仁樹、松井利浩、吉村典子、

當間重人、田中栄：ロコモ 25 スコアは関節リ

ウマチの ADL 評価に有用である：第 90 回

日本整形外科学会学術総会 仙台市、

2017.5.18-21 

121.山田賢太郎、安倍雄一郎、柳橋寧、百町貴

彦、佐藤栄修、増田武志、寺井秀富、中村博

亮、籠谷良平、石元優々、橋爪洋、吉田宗人、

吉村典子、村木重之：DISH の存在は腰部脊

柱管狭窄症に影響を及ぼす：第133回北海道
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整形災害外科学会、札幌市、2017.7.8-9 

122.飯高世子、村木重之、岡敬之、児玉理恵、

田中栄、川口浩、中村耕三、阿久根徹、吉村

典子：寛骨臼形成不全の疫学：有病率と股関

節痛との関連：第 35 回日本骨代謝学会学術

集会 福岡、2017.7.27-29 

123.吉村典子、村木重之、飯高世子、田中栄：運

動器疾患の性差：地域住民コホート ROAD

より：第 17 回日本 Men’s Health 医学会 東

京、2017.10.6-7 

124.飯高世子、村木重之、岡敬之、堀井千彬、

田中栄、川口浩、中村耕三、阿久根徹、吉

村典子：変形性股関節症と職業活動との関

連：第 19 回日本骨粗鬆症学会 大阪市、

2017.10.20-22 

125.吉村典子、堀井千彬、飯高世子：ロコモ度テ

ストを用いたロコモティブシンドロームの有病

率: The ROAD study：第 76 回日本公衆衛

生学会総会 鹿児島市、2017.10.31-11.2 

126.飯高世子、堀井千彬、吉村典子：変形性股

関節症の疫学：有病率と痛みとの関連 -

The ROAD study-：第 76 回日本公衆衛生

学会総会 鹿児島市、2017.10.31-11.2 

■国際学会 

1．Koji Totoribe，Etsuo Chosa，Go Yamako，

Xin Zhao ， Hiroaki Hamanaka ， Koki 

Ouchi ， Gang Deng ： Evaluation of 

Pressure Distribution on Patellar-

Tendon-Bearing Sockets During Walking 

and Stair Ascent and Descent in Two 

Subjects．ORS2019 Annual Meeting, USA, 

2019.2.2-5 

2．Koki Ouchi，Deng Gang，Go Yamako，Koji 

Totoribe，Etsuo Chosa：Hip Joint Reaction 

Force During the Ｇａｉｔ on the Healthy 

and Diseased Side of Patients With 

Unilateral Hip Osteoarthritis. ORS2019 

Annual Meeting, USA, 2019.2.2-5 

3. Taniguchi Y, Murayama H, Seino S, Nishi 

M, Amano H, Fujiwara Y, Kitamura A, 

Shinkai S. Prospective Study of 

Trajectories of Physical Performance and 

All-Cause Mortality. The 21st 

International Association of Gerontology 

and Geriatrics World Congress, San 

Francisco, USA, 2017.7.23-27. 

4. Seino S, Kitamura A, Nishi M, Murayama 

H, Narita M, Yokoyama Y, Nofuji Y, 

Shinkai S. A Multifactorial Intervention 

for Improving Frailty Status: Exploring 

Short- and Long-Term Effects. The 21st 

International Association of Gerontology 

and Geriatrics World Congress, San 

Francisco, USA, 2017.7.23-27. 

5. Yokoyama Y, Kitamura A, Nishi M, 

Murayama H, Amano H, Taniguchi Y, 

Seino S, Shinkai S. Dietary diversity and 

lean mass in community-dwelling elderly 

Japanese: implications for dietary 

strategies to prevent sarcopenia. The 12st 

International Academy on Nutrition and 

Aging, San Francisco, USA. 2017.7.23. 

6. Shinkai S, Yokoyama Y, Narita M, 

Taniguchi Y, Seino S, Amano H, 

Murayama H, Kitamura A. Nutritional 

Status and Active Life Expectancy in a 

General Population of Older Japanese. 

The 21st International Association of 

Gerontology and Geriatrics World 

Congress, San Francisco, USA, 2017.7.23-

27. 

7. Shinkai S, Taniguchi Y, Amano H, 

Murayama H, Seino S, Nishi M, 

Yokoyama Y, Kitamura A. Trajectory 

Pattern of Mini-Mental State 

Examination Score and Dementia in 

KLSAH. The 21st International 

Association of Gerontology and Geriatrics 
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World Congress, San Francisco, USA, 

2017.7.23-27. 

8. Kitamura A, Taniguchi Y, Seino S, 

Yokoyama Y, Nishi M, Amano H, Fujiwara 

Y, Shinkai S. Impact of frailty on the 

incidence of loss of independence in 

community-dwelling older Japanese: the 

Kusatsu town study. The 21st 

International Epidemiological 

Association, World Congress of 

Epidemiology, Saitama, Japan. 2017.8.19-

22. 

9. Shinkai S, Taniguchi Y, Seino S, Nishi M, 

Yokoyama Y, Amano H, Fujiwara Y, 

Kitamura A. Kusatsu Longitudinal Study 

on Aging and Health. The 3rd Asian 

Conference for Frailty and Sarcopenia, 

Seoul, Korea. 2017.10.27-28. (invited 

speaker) 

10. Shinkai S, Yokoyama Y, Narita M, Nishi 

M, Taniguchi Y, Seino S, Amano H, 

Fujiwara Y, Kitamura A. Dietary Variety 

and Changes in Lean Mass and Physical 

Performance in Community-Dwelling 

Older Japanese. The 3rd Asian 

Conference for Frailty and Sarcopenia, 

Seoul, Korea. 2017.10.27-28. (invited 

speaker) 

11. Shinkai S, Satoshi S, Nofuji Y. Bridging 

the Gap between Evidence and Practice – 

Community Intervention and Action 

Research -, AMED-RISTEX Aging 

Symposium, Tokyo, 2018.2.26-27. (invited 

speaker) 

12. Shinkai S. Lessons from experiences of 

achieving healthy longevity in Japan: 

From past to present. Seminar on Health 

and Longevity in Japan hosted by JETRO, 

Jakarta, Indonesia, 2018.3.5. (invited 

speaker) 

13．Shinkai S, Seino S, Tanaka I, Tomine Y, 

Nishi M, Yokoyama Y, Kitamura A. 

Eating alone, frailty and psychological ill 

health among Japanese older adults 

living in a metropolitan area. 

Gerontological Society of America’s 2018 

Annual Scientific Meeting, Boston, USA, 

2018.11.14-18. 

14 ． Shinkai S. Healthy aging in Japan: 

lessons learned from community-based 

research. A keynote lecture at the annual 

conference of the Korean Society for 

Epidemiology, Seoul, Korea, 2018.12. 6. 

(invited speaker) 

15 ． Amano H, Kitamura A, Yokoyama Y, 

Narita M, Nishi M, Yoshida H, Fujiwara Y, 

Shinkai S ． Risk factors for types of 

dementia classified on multivariate 

trajectories of cognitive functions before 

incidence. The Gerontological Society of 

America’s 2018 Annual Scientific Meeting, 

Boston, USA, 2018.11.14-18. 

16．Kaito S, Taniguchi Y, Kitamura A, Seino 

S, Amano H, Itabashi M, Takei T, 

Yokokawa H, Fujiwara Y, Shinkai S ．

Trajectories of Kidney Function and 

Associated Factors Among Community-

Dwelling Older Japanese: the Kusatsu 

study. The Gerontological Society of 

America’s 2018 Annual Scientific Meeting, 

Boston, USA, 2018.11.14-18. 

17 ． Sakurai R, Inagaki H, Tokumaru A, 

Sakurai K, Kitamura A, Watanabe Y, 

Shinkai S, Awata S. Differences in the 

association of white matter 

hyperintensities and gait impairment 

between older adults with and without 

cognitive impairment. The Gerontological 
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Society of America’s 2018 Annual 

Scientific Meeting, Boston, USA, 

2018.11.14-18. 

18. Horii C, Iidaka T, Muraki S, Oka H, 

Hashizume H, Yamada H, Yoshida M, 

Tanaka S, Yoshimura N: Prevalence and 

cumulative incidence of morphometric 

vertebral fractures in Japanese men and 

women: the Research on 

Osteoarthritis/Osteoporosis against 

Disability study. World Congress on 

Osteoporosis, Osteoarthritis and 

Musculoskeletal Diseases: International 

Osteoporosis Foundation-European 

Society for Clinical and Economic Aspects 

of Osteoporosis and Osteoarthritis (WCO-

IOF-ESCEO 2018), Krakow, Poland, 

2018.4.19-22 

19. Yoshimura N, Muraki S, Oka H, 

Iidaka T, Horii C, Kawaguchi H, 

Nakamura K, Akune T, Tanaka S: Profiles 
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